
 

～６月の低温傾向で停滞したが概ね順調
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，低温傾向に推移し，梅雨入り
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３ 今後の管理

 

（１）雑草発生

・ノビエの

・イヌホタルイも

・累積発生率を見るとノビエ，イヌホタルイとも早く，移植後１７日目には９０％に達した。

・初期除草剤の処理が早い圃場では，後発ノビエの発生が散見され，
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今後の管理 

雑草発生と管理

ノビエの葉齢伸展は

イヌホタルイも平年より２日ほど早く葉齢が進展した。

・累積発生率を見るとノビエ，イヌホタルイとも早く，移植後１７日目には９０％に達した。

・初期除草剤の処理が早い圃場では，後発ノビエの発生が散見され，
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（３）いもち病 

・病害虫防除所の感染好適条件出現状況では準好適感染条件が各地で出現している。
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品種別

と管理（古試）

伸展は，平年より非常に早く２

平年より２日ほど早く葉齢が進展した。

・累積発生率を見るとノビエ，イヌホタルイとも早く，移植後１７日目には９０％に達した。

・初期除草剤の処理が早い圃場では，後発ノビエの発生が散見され，

を確認し必要に応じて後期剤
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・茎数の少ない圃場に関しては，浅水管理等で分げつを促し，必要茎数を確保する。

感染好適条件出現状況では準好適感染条件が各地で出現している。

・発病には，平均気温が 20～25

平年より高く，降水量は平年並または多いと予報されている。

補植用残苗が散見さ

本　年 前年比

(㎝) (％)

30.3 78
30.5 81
34.2 84

草　　丈

） 

平年より非常に早く２

平年より２日ほど早く葉齢が進展した。

・累積発生率を見るとノビエ，イヌホタルイとも早く，移植後１７日目には９０％に達した。

・初期除草剤の処理が早い圃場では，後発ノビエの発生が散見され，

必要に応じて後期剤

本/㎡程度）を確保した圃場では，

な生育ならないよう注意する。 

・茎数の少ない圃場に関しては，浅水管理等で分げつを促し，必要茎数を確保する。

感染好適条件出現状況では準好適感染条件が各地で出現している。

25℃，曇りや雨の日が多いことが好適であり，向こう１か月の気温は

平年より高く，降水量は平年並または多いと予報されている。

が散見されるので，圃場を見回り

前年比 平年比 本　年

(％) (本/㎡)

78 80
81 85
84 80

草　　丈

平年より非常に早く２.５枚に達するのが４～５日早かった。

平年より２日ほど早く葉齢が進展した。

・累積発生率を見るとノビエ，イヌホタルイとも早く，移植後１７日目には９０％に達した。

・初期除草剤の処理が早い圃場では，後発ノビエの発生が散見され，
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５枚に達するのが４～５日早かった。

・累積発生率を見るとノビエ，イヌホタルイとも早く，移植後１７日目には９０％に達した。

・初期除草剤の処理が早い圃場では，後発ノビエの発生が散見され，イヌホタルイの多発圃場も見

を検討する。 

早めに中干し等で茎数管理し，過剰

・茎数の少ない圃場に関しては，浅水管理等で分げつを促し，必要茎数を確保する。

感染好適条件出現状況では準好適感染条件が各地で出現している。

℃，曇りや雨の日が多いことが好適であり，向こう１か月の気温は

平年より高く，降水量は平年並または多いと予報されている。 
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℃，曇りや雨の日が多いことが好適であり，向こう１か月の気温は

本　年 前年差 平年差
(GM値) (GM値) (GM値)

40.2 ▲ 5.0 ▲ 3.3
39.5 ▲ 5.6 ▲ 2.4
39.9 ▲ 6.5 ▲ 4.2

葉　　色

 

 

イヌホタルイの多発圃場も見 

中干し等で茎数管理し，過剰 

℃，曇りや雨の日が多いことが好適であり，向こう１か月の気温は 
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（４）直播

・播種時期である５月の

・必要茎数を確保したら，

・雑草の発生

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。

 

 

 

 

 

 

４ 気象予報

 

 ・平年と同様に曇りや雨の日が多い。

・平均気温は

・週別の気温は

草丈

（４）直播の状況と管理

播種時期である５月の

・必要茎数を確保したら，

・雑草の発生が早かったため，

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。

〔石巻の例〕

気象予報（仙台管区

平年と同様に曇りや雨の日が多い。

平均気温は，平年並または高い確率ともに４０％で

週別の気温は，１週目は平年並または高い確率ともに４０％で

草丈 茎数

23.7 10.1

の状況と管理 

播種時期である５月の高温傾向を反映し，出芽苗立率は良好で

・必要茎数を確保したら，倒伏防止や茎数管理のため

が早かったため，

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。

〔石巻の例〕 

仙台管区気象

平年と同様に曇りや雨の日が多い。

平年並または高い確率ともに４０％で

１週目は平年並または高い確率ともに４０％で

㎡茎数
主稈葉数
（葉）

153.0

高温傾向を反映し，出芽苗立率は良好で

倒伏防止や茎数管理のため

が早かったため，除草剤の散布時期を見極め遅れないように処理する。

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。

 

気象台公表）

平年と同様に曇りや雨の日が多い。 

平年並または高い確率ともに４０％で

１週目は平年並または高い確率ともに４０％で

主稈葉数
（葉）

葉色

6.0 37.7

高温傾向を反映し，出芽苗立率は良好で

倒伏防止や茎数管理のため

除草剤の散布時期を見極め遅れないように処理する。

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。

公表） 

平年並または高い確率ともに４０％で

１週目は平年並または高い確率ともに４０％で

高温傾向を反映し，出芽苗立率は良好で

倒伏防止や茎数管理のため早めの中干

除草剤の散布時期を見極め遅れないように処理する。

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。

平年並または高い確率ともに４０％である。 

１週目は平年並または高い確率ともに４０％で

高温傾向を反映し，出芽苗立率は良好である。 

早めの中干を実施する。

除草剤の散布時期を見極め遅れないように処理する。

・移植に比べて葉齢等から１０日程度の遅れと見られる。 

１週目は平年並または高い確率ともに４０％で，２週目は高い確率５０％で

を実施する。 

除草剤の散布時期を見極め遅れないように処理する。

２週目は高い確率５０％で

除草剤の散布時期を見極め遅れないように処理する。 

２週目は高い確率５０％であるある。 


